
令和7年3月13日(木), 多目

的ホールにて、来賓の方々、

卒業生、保護者の皆様、在校

生、教職員が一同に会し、行

われました。中学校以外の教

職員はYoutubeの同時配信で、

式の様子を見ました。

全教職員が作る花道を通っ

て、式場に入場です。整列し

た後は、国歌と校歌の斉唱、

そして、卒業証書授与です。

担任が呼名をし、壇上では校

長先生が一人ひとりに証書を

手渡しました。緊張の面持ち

ながら、みんな立派に授与さ

れていました。

「日本私立中学校・高等学校

連合会賞」が加藤まおさんに、

「東京都中学校体育連盟賞」

が大雲舞子さんに、「功労賞」

がバレーボール部員に、「皆

勤賞」が小宮山智花さんに贈

られました。

式辞の

中で「保

護者の無

償の愛」

と「感謝

とは形に

して初めて伝わること」につ

いて話され、次に、ヘレン・

ケラー女史とアン・サリバン

先生の関係、そしてサリバン

先生に大きな影響を与

えた掃除婦のお話をさ

れ、出会いの大切さに

ついて私たちに語って

くれました。最後に、

「良き出会いを通して

皆さんが大きく活躍・

発展することを祈念し

ています」の言葉で締

めくくられました。

2年生の生徒会長が送辞を

読んでくれ

ました。ま

だ、学校に

慣れていな

かったころ、

とても親切

にしてもらっ

たこと。体育祭の創作ダンス

では先輩たちの笑顔に助けら

れたこと。明鏡祭での先輩方

の出し物に感心したこと。等々、

たくさんの思い出を語ってく

れました。

3年生全員が起立する中、

一人ずつマイクの前に立ち答

辞を読み始めました。

感染症対策をしっかりして

行われた入学式、先輩方が頼

もしかった対面式、先輩方の

力を感じた体育祭、楽しかっ

た校外学習、普段できないこ

とを楽しく学べたJ-Trial、

頑張ったクラブ活動、全員で

積極的に取り組んだ明鏡祭、

そしてエキサイティングな修

学旅行等々です。

「数々の思い出を胸に私達は

それぞれの夢に向かって一歩

ずつ歩んでいきます。今後大

きな壁にぶつかったとしても、

ここで得た思い出・誇りを人

生の糧として強く生きていき

ます。」そして最後に保護者

や先生方への感謝のことばで

答辞の発表を終えました。

今度は在校生が花道を作っ

て卒業生を見送ります。卒業

生はみんなにこにこして、涙

ぐんでいる人はいませんでし

た。

ところが、HR教室で父母と

同級生への感謝のことばを述

べる頃になると、様子が一変

しました。涙がこみ

あげてきて、教卓の

前に立つと何も話せ

なくなる人が続出し

ました。保護者に対

しては、毎日弁当を

作ってくれたお礼やわがまま

を言ってきたお詫びがどんど

ん出てきました。

普段、ド

ライな発言

をする生徒

がとても純

粋な思いで

感謝の言葉を述べたのです。

胸の奥がとても熱くなるのを

感じました。特に担任の先生

はその感動が涙になってこみ

あげたようです。

卒業生の明るい未来を祈り

ながら報告を終わりたいと思

います。
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三年生を送る会 解答

「幼少期クイズ」

問題A:松野先生 問題B:大日方先生

問題C：石川先生 問題D:竹本先生

「The 王道 〇×クイズ」

①×ハムスターを飼っているので、

爬虫類は天敵です。

②△高校時代の文化祭期間中に髪

をピンクにそめました。先生にこっ

ぴどく叱られました。

③×眼鏡は自宅用と学校用に2つ

持っていましたが、二重にかけた

ことはありません。


